
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 レオン自動機株式会社 2. 連携先
の団体 株式会社もち米の里 ふうれん特産館・名寄市・国土交通省
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モデル性・波及性

全国的に農村が衰退していく中、地方の産
業振興や地域活性化への取り組みの一つと
して6次産業化が注目されてる。
風連地区のもち米の特徴である「固くなりにく
さ」に着想しソフト大福を作るなど、地産の特
性を活かした製品作りは他地域のモデルとな
る。

3. 取組
目的

1次産業者である農業従事者が、生産品の特性に合わせた加工品を作り販売する。
新たな産業が生まれることにより雇用が創出され、地域活性化が図れる。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

平成6年
（会社設立）

取組の
カテゴリー 地域活性化北海道のもち米生産農家さんが6次産業化に成功 ～もち米加工品が人気です～

地方創生SDGsの視点

• 農業従事者が集まり会社を経営している。
• 6次産業化で新たな産業を生み出し雇用
を創出する。

• 生産品を加工し販売することで収益を上
げる。

• 名産品が生まれ来客も増え地域活性化
につながる。

ステークホルダーとの連携

• 株式会社もち米の里ふうれん特産館・・・
もち米農家さんが経営する会社。実施主
体者

• 名寄市・・・道の駅「もち米の里☆なよろ」
• 国土交通省・・・道の駅

7人の米作農家が集まり、もち製品の加工に挑戦しはじ
め、平成６年には組織を法人化しました。
工場、店舗、レストランを併設する「特産館」を平成13
年3月にオープンしました。
平成20年には隣接する道の駅「もち米の里☆なよろ」が
完成。

道の駅は名寄産もち米を使ったソフト大福
など地元特産のもち米を使った商品が豊富
にそろっていることなどが評価され、平成21
年「北海道じゃらん」の「道の駅」満足度ラン
キングで総合2位となったほか、平成24年
の「北海道じゃらん」の道内の「行ってよかっ
た道の駅ランキング」で1位となっている。

名寄産のもち米は柔らかく、冷めても固くなりにくいのが
特徴です。そのもち米を使用した餅生地で餡を包みます。
難しい包み作業は機械で行われるため、均一でかつ衛
生的に包むことができます。その後冷凍庫で急速冷凍し、
ソフト大福を完成させます。

特産物を活かした加工食品作りのサポートができます
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未来への挑戦

我社は、レオンスピリットに則り、新たなイノベーションによる新たな産業の創造を
目指してまいります。

 SDG s協賛企業との連携による全産業のスマート化により、気候変動に対応可能な生産システムの
確立と全産業の安定成⾧

 S o c i e t y 5 . 0構築の為の生産機械の I T化と気候変動に強い街づく り
 食を通して豊かで平等な社会を目指す。

レオングループは「存在理由のある企業たらん」を社是に掲げております。食文化は人類の英知が生み出した地球の宝物です。
今後とも“美味しさと笑顔は世界を一つにする”を信念にこれまでの活動の継続に加えて、当社の持つテクノロジーとSDGs参画企業や自治
体と連携する事で開発を促進し、SDGs達成に積極的に貢献して参ります。

（2030年ゴールイメージ）

レオン自動機株式会社:https://www.rheon.com/jp/

株式会社もち米の里様:https://mochigome.jp/

KAMAROQ株式会社様: http://kamaroq.com/

1. 地方自治体・1次産業者との連携・・・6次産業化のサポート
2. 既にある製品の機械化のサポート
3. 新規の食品加工の生産設備ご提案や作り方のサポート


